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（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策の効果などを背景に、

企業収益の改善、設備投資の持ち直しの動きがみられ、景気回復への兆しが示されました。

この間、当建設業界におきましては、住宅建設は消費税率引き上げに伴う駆け込み需要を追い

風に増加し、公共投資は引き続き底堅い動きを見せ、さらには2020年東京五輪開催決定による建

設需要への期待感の高まりはあるものの、資材価格や労務費の高騰は続いており、なお厳しい経

営環境で推移いたしました。

このような状況のなか、当社グループは、誠実をもってお客様の信頼を得るという経営理念の

下、安定成長・収益向上を目指して、施工力の強化、利益と生産性の重視、価格競争力の強化な

どに取り組んでまいりました。その結果、当社グループの当第2四半期連結累計期間の業績は当初

計画を大幅に上回り、受注高は35,888百万円（前年同期比70.2％増）、売上高は24,633百万円

（前年同期比24.3％増）、営業利益は381百万円（前年同期は404百万円の営業損失）、経常利益

は330百万円（前年同期は466百万円の経常損失）、四半期純利益は276百万円（前年同期は738百

万円の四半期純損失）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、「現金預金」が減少したものの、「受取手形・完成

工事未収入金等」が増加したことなどにより、前連結会計年度末比4,852百万円増の32,526百万

円となりました。

負債合計は、「支払手形・工事未払金等」「短期借入金」等が増加したことなどにより、前連

結会計年度末比4,496百万円増の28,691百万円となりました。

純資産合計は、四半期純利益276百万円を計上したことなどにより、前連結会計年度末比356百

万円増の3,834百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社グループの通期の業績につきましては、下期も概ね堅調に推移するものと予想され、売上

高は平成25年5月10日公表の予想を上回る見込みとなりましたが、資材価格や労務費等の動向が

不透明なこともあり、営業利益、経常利益、当期純利益については現時点において前回予想から

の変更はありません。

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。

１．当四半期決算に関する定性的情報

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 9,412 5,831

受取手形・完成工事未収入金等 10,976 18,898

販売用不動産 1,321 1,326

未成工事支出金 545 1,023

その他 405 441

貸倒引当金 △69 △66

流動資産合計 22,591 27,454

固定資産

有形固定資産

土地 1,749 1,749

その他（純額） 1,349 1,342

有形固定資産合計 3,098 3,092

無形固定資産 50 51

投資その他の資産

投資有価証券 1,428 1,568

その他 579 430

貸倒引当金 △73 △69

投資その他の資産合計 1,934 1,928

固定資産合計 5,083 5,072

資産合計 27,674 32,526

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 10,602 12,306

短期借入金 9,560 11,030

未払法人税等 45 72

未成工事受入金 300 1,379

完成工事補償引当金 202 236

賞与引当金 6 161

工事損失引当金 82 65

その他 1,459 1,476

流動負債合計 22,259 26,727

固定負債

長期借入金 16 －

繰延税金負債 62 110

退職給付引当金 1,782 1,779

環境対策引当金 54 54

その他 20 20

固定負債合計 1,936 1,964

負債合計 24,195 28,691
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,307 5,307

利益剰余金 △1,827 △1,550

自己株式 △116 △124

株主資本合計 3,363 3,632

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 115 202

その他の包括利益累計額合計 115 202

純資産合計 3,478 3,834

負債純資産合計 27,674 32,526
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
（四半期連結損益計算書）
（第２四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

売上高

完成工事高 19,418 24,206

不動産事業等売上高 401 427

売上高合計 19,819 24,633

売上原価

完成工事原価 18,830 22,796

不動産事業等売上原価 303 308

売上原価合計 19,134 23,104

売上総利益

完成工事総利益 588 1,409

不動産事業等総利益 97 119

売上総利益合計 685 1,528

販売費及び一般管理費 1,090 1,147

営業利益又は営業損失（△） △404 381

営業外収益

受取利息 16 17

受取配当金 12 13

還付消費税等 45 －

その他 17 19

営業外収益合計 92 50

営業外費用

支払利息 104 63

支払手数料 － 23

その他 48 13

営業外費用合計 153 100

経常利益又は経常損失（△） △466 330

特別損失

固定資産除却損 2 0

投資有価証券評価損 256 －

特別損失合計 259 0

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△725 330

法人税、住民税及び事業税 17 54

法人税等調整額 △3 △0

法人税等合計 13 53

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△738 276

四半期純利益又は四半期純損失（△） △738 276
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（四半期連結包括利益計算書）
（第２四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△738 276

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 25 86

その他の包括利益合計 25 86

四半期包括利益 △712 363

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △712 363
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該当事項はありません。

該当事項はありません。

（注）％表示は、前年同四半期比増減率

（参考）受注実績内訳 （単位：百万円）

（注）（ ）内の％表示は、構成比率

（注）％表示は、前年同期比増減率

[個別受注実績及び個別受注予想に関する定性的情報等]

当第２四半期累計期間の個別受注実績につきましては、前年同四半期比72.0％増の35,275百万円と

なりました。

通期の個別受注については、下期も概ね順調に推移するものと予測され、当初の44,000百万円を上

回る前年度比12.1％増の50,000百万円と予想しております。

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

４．補足情報

（１）個別受注実績

受注高

平成26年３月期第２四半期累計期間 35,275 百万円 72.0 ％

平成25年３月期第２四半期累計期間 20,509 20.4

区 分
前第２四半期累計期間

（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自 平成25年４月１日

至 平成25年９月30日）
比較増減 増減率

建

設

事

業

建

築

官公庁 2,536 （ 12.4 ％） 119 （ 0.3 ％） △2,417 △95.3 ％

民 間 18,000 （ 87.7 ） 35,155 （ 99.7 ） 17,154 95.3

計 20,537 （ 100.1 ） 35,274 （ 100.0 ） 14,737 71.8

土

木

官公庁 - （ - ） 0 （ 0.0 ） 0 -

民 間 △28 （ △0.1 ） - （ - ） 28 -

計 △28 （ △0.1 ） 0 （ 0.0 ） 28 -

合

計

官公庁 2,536 （ 12.4 ） 119 （ 0.3 ） △2,417 △95.3

民 間 17,972 （ 87.6 ） 35,155 （ 99.7 ） 17,183 95.6

計 20,509 （ 100.0 ） 35,275 （ 100.0 ） 14,765 72.0

（２）個別受注予想

受注高

平成26年３月期予想 50,000 百万円 12.1 ％

平成25年３月期実績 44,613 16.8
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